
茨木市文化・子育て複合施設 おにクル
- 地域環境と共生する立体的な公園 -

建 築 主 ： 茨木市
用 途 ： 複合用途（ホール､図書館､子育て支援センター､プラネタリウム､広場）
敷 地 面 積 ： 6616.78㎡
延 床 面 積 ： 19715.22㎡
規模・構造 ： 地上7F（建基法9F）、RC・S（基礎免震）
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公園のように、思い思いの場所で過ごすことができる公共空間をつくる
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開閉可能な多目的ホールがオープンエリアや広場と多様につながる1階



子育てサービスがワンストップで受けられる2階子育てエリア2階



やってみたいを引き出す3階スタジオ群3階



イベントスペースとしても使われる4階大ホールホワイエ4階



市民利用からプロユースまで多様な演出に応える1201席の大ホール4階



北側の公園に開かれ穏やかな光が入る２層吹抜けの図書館5・6階



7階市民活動スペース7階



地域環境との共生

人的資源生態系自然環境
(気候)

公園のように、思い思いの場所で過ごすことができる公共空間をつくる＝



茨木の「まち」と「里山」の自然資源を生かす

ＪＲ茨木駅
周辺エリア

おにクル

茨木中央公園

元茨木川緑地

IBALAB@広場

里山

市庁舎
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パークエリア

安威川

まちと里山の連携

阪急茨木市駅
周辺エリア

茨木里山センター
里山保全管理の活動拠点

元茨木川緑地との
一体整備による、
人中心の空間づくり

商店街

市役所前線

実験広場整備による
人を育てる活動の実施

パーク全体のデザイン計画策定と
市役所前線の廃道化に向けた
実証実験の実施

コア

コア



「 育てる広場 」
一緒に考えて、試して、つくりあげていく

市民と時間と場所を共有して、共感を創る
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おにクル開館に向けた社会実験のとりくみ



茨木の里山で土を採取 各自自宅で育てる
LINEグループを作成し、
日々成長過程を共有

(Studio-L・住友林業緑化の協力)

おにクルに植える
何が芽吹くかはわからない

雑草・花・樹木・・潜在自然植生を
勉強する機会

市民会館のみどりを育てる
活動につなげる

里山から採取した埋土種子を育てるワークショップ



アップサイクル
元茨木川緑地の老朽化した樹木の再利用

伐採木からできた遊具木育をテーマにした屋内遊び場



使われる広場における芝生との向き合い方を知ってもらう
この土地で育ちやすい植生を理解してもらう
緑の維持管理に参画してくれる人を増やす

自分たちで施設を守り育てるという意識を持ってもらう

共に成長する施設を目指した活動の蓄積



トップライト・サッシからの
自然採光・自然換気

居住域空調に配慮した
床輻射空調

環境装置としての人工地盤

高天井でおおらかな空間

立体公園 屋外にいるような気持ちのよい空間を屋内に創る
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80



立体な公園のような建物構成と設備の要素技術

■広場と目的となる室をつなぐ中間領域的なパブリックスペース
■自然エネルギーの積極的な活用
■高天井・吹き抜け空間という大らかな空間の快適性を確保



自然採光・自然換気・外気冷房

ハイサイドライト

広場に面して
開放可能な大型引き戸

トップライト



良質な拡散光の取得と眺望の確保
コンクリートの床面の反射
熱取得の最小化

北面開口による明るい内部空間



開くと閉じるのメリハリをつけたファサード と 熱貫流を抑える断熱サッシ+Low-E複層ガラス

深い軒と潜在自然植生をベースとした各階のテラス植栽計画

（7階以外は鉄材）

日射の影響を受けやすい東西面のファサード 広場に向かって開かれた北面のファサード

「開く」と「閉じる」 「内部と外部」、「外部と地域」をつなぐファサード

都市計画公園(今回整備範囲)

建物敷地(今回整備範囲)

元茨木川緑地
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クールホットチューブ・井水利用・井水熱利用

【井水熱を有効利用するための水位制御（特許出願中） 】

空冷HP散水広場スプリンクラー散水 植栽への潅水

午後早朝→午前 夜間

【井水利用・井水熱利用】

【クールホットチューブ】



温度比較（外気とピット）※2024年7月27日

【外気温度】

【ピット温度】

25℃付近で安定

29-36℃で変動



井水熱利用（地中熱利用）

【雑用水槽水位】

【雑用水槽温度】

朝モード①
（WC洗浄水）

朝モード②
（潅水+熱源散水+WC洗浄水）

昼モード
（潅水+WC洗浄水）

夜モード
（朝潅水+WC洗浄水）

夜モード
1.8m

朝モード①
1.35ｍ

朝モード②
2.7m

昼モード
2.2ｍ

夜モード
（朝潅水+WC洗浄水）

井水揚水

井水揚水

雑用水槽
温度低下

雑用水槽
温度低下

18.7℃

19.2℃
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MAX

29℃

設定温度：成り行き（19℃前後）

SA

（22℃）

床放射空調を主体とした快適な温熱環境

【井水熱を利用できる熱源の構成】 【オープンスペースの空調（冬期：床放射空調主体） 】

空調機+床放射空調（冬期）



ダクト組み込みのキャレルデスク

外部 内部



室内温度実績（1階・7階）※2024年1月
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上下階温度比較（2024年1月）

1階 7階

1階 平均室内温度：19.5（℃）程度

7階 平均室内温度：19.2（℃）程度

19.0（℃）

20.0（℃）
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SA

設定温度：28℃

SA

（14℃程度）

・床放射空調による温冷感の改善
・中間領域的な温度設定によるシークエンス空調
・上部吹き出しによるドラフトの緩和と空調動力の低減
・井水熱を利用できる熱源の構成
・散水機能付きの高効率熱源

【井水熱を利用できる熱源の構成】 【オープンスペースの空調（夏期：空調機主体） 】

空調機+床放射空調（夏期）



Copyright © 2022 TAKENAKA All Rights Reserved.

CASBEE大阪府自治体版でBEE=3.4、Sランクを取得した。
BELS評価にてBEI=0.57、集会所用途10,000m2以上でZEB Orientedを達成。環境認証・省エネルギー性能





地域環境との共生

人的資源生態系自然環境
(気候)

地域環境との共生を目指して「持続可能なしくみをソフトとハード両方で取り組む」
＝市民に愛され続け、環境にやさしい建築だと考えています
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